
広 報 村 の世 帯 と人 口

(2月 l日現在 )

世帯数  1.078
人 口 4678

男   2312
女   2.366

白
鳥
か

へ
る

ひ
と
す
じ
に
向
く
海
青
し
　
　
仙
三

暑
さ
実
さヽ
も
彼
岸
ま
で
―
。
気
温
も
日
ま
し
に
上

が

っ
て
く
る
の
が
日
に
見
え
て
き
た
。

長
く
き
び
し
か

，́́
た
十
三
湖
で
の
冬
を
終
え
、
北

の
国

シ
ベ
リ
ヤ

ヘ
の
旅
立
ち
の
た
め
に
ゆ

っ
く
り
羽

を
休

め
て
い
る
白
鳥

に
も
、
心
な
し
か
春

の
き
ざ
し

が
し
の
び
寄

一́
て
き
た
。

二
月
―
。
受
験
、
進
学
、
事
業
、
就
職

と
ど

こ
の

家
庭
で
も
気
ぜ
わ
し
い
月
で
ぁ
る
。

気
候
も
変
わ
り
日

に
当
た
り
、
暖

か
く
な

っ
た
か

と
思
う
と
急

に
実
さヽ
が
ぶ
り
返
し
て
き
た
り
で
本
格

的
な
春

の
訪
れ
は
ま
だ
ま
だ
。

そ
れ
で
も
彼
岸
が
過
ぎ
る
と
日
あ
し
も
伸
び
水
も

ぬ
ろ
ん
で
木

々
の
芽
も

ふ
く
ら
み
は
じ
め
て
ゆ
く
。

北
国

へ
の
旅
立
ち
を
前
に

ゆ
つ
く
ｕ
羽
を
休
め
る
白
鳥

■
Ｊ
上旬号
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（対
象
＝
太
田
地
区
七
六
世
　
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
煙
突
と
木

帯
、
脇
元
地
区

一
七
〇
世
帯
、　
　
部
と
が

一
五
セ
ン
チ
以
上
の
間

磯
松
地
区
八
三
世
帯
、
桂
川
地
　
か
く
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
＝

区
二
六
世
帯
、
十
三
地
区

一
四
　
大
田

（
五
〇
、
六
％
）
脇
元

（

一
世
帯
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
％
）
磯
松

（
四
四
％
）
桂

（趣
突
の
取
あ
つ
か
い
）
　

　

川

（
七
〇
％
）
十
三

（
三
九
、

▽
煙
突
が
屋
根
や
壁
を
通
し
　
五
％
）

貫
通
部
に
は
メ
ガ
ネ
石
を

▽
煙
突
の
貫
通
部
に
メ
ガ
ネ

石
を
使
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、

メ
ガ
ネ
石
を
壁
で
包
み
こ
ん
だ

り
、
メ
ガ
ネ
石
が
破
損
し
て
い

る
も
の
＝
太
田

（
六
七

・
一
％

）
脇
元

（
四
五

・
八
％
）
磯
松

（
九
七

・
五
％
）
桂
川

（
五
〇

％
）
十
三

（
五
六

・
三
％
）

▽
煙
突
に
近
い
た
め
木
部
が

黒

コ
ゲ
に
な
っ
て
い
る
も
の
＝

太
田

（
五
％
）
脇
元

（
五
％
）

磯
松

（〇
％
）
桂
川

（
三
二
％

）
十
三

（
一
・
六
％
）

▽
煙
突
の
横
の
部
分
よ
り
立

ち
上
っ
て
い
る
部
分
が
三
倍
以

上
の
長
さ
が
な
い
。
軒
か
ら
六

○
セ
ン
チ
以
上
出
て
い
な
い
と

こ
ろ
＝
大
田

（
八
％
）
脇
元

（

二
・
五
％
）
磯
松

（〇
％
）
桂

川

（〇
％
）

十

〓
一
含
Ｔ

九

％
）
（
ガ
人
コ
ン
ロ
、
ボ
ン
ペ
の

取
あ
つ
か
い
）

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
に

ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の
あ
る
も

の
＝
太
田

（
七
％
）
脇
元

（
八

％
）
磯
松

（〇
％
）
桂
川

（
一

〇
％
）
十
三

（
八

・
六
％
）

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
使
用
後
元
栓

を
全
部
し
め
る
習
慣
が
な
い
も

の
＝
太
田

（
五
五
％
）
脇
元

（

四
％
）
磯
松

（
一
％
）
桂
川

（

火
災
予
防
査
察
結
果
ま
と
ま
る

―
剣
Ｎ

Ｉ

〓
〓
％
）

十

〓
一
（
四
七

ｏ
二

％
）▽
ガ
ス
ボ
ソ
ペ
を
外
へ
出
し

て
い
な
い
も
の
＝
太
田

（
三
九

％
）
脇
元

（
四
％
）
磯
松

（
一

％
）
桂
川

（
三
二
％
）
十
三

（

一
一
・
二
％
）

（採
暖

器
具
の

軍
あ
つ
か

い
）▽
火
鉢
や
石
油
ス
ト
ー
プ
等

が
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
を
か
け
た

り
、
近
く
に
置
い
て
い
る
も
の

＝
太
田

（
七
％
）
脇
元

（
八
％

）
磯
松

（
一
％
）
桂
川

（
四
％

）
十
三

（
二
三
％
）

▽
ス
ト
ー
プ
の
煙
道
が
天
丼

壁
に
接
近
し
て
い
る
も
の
＝
太

田

（
一
二
％
）
脇
元

（九
％
）

磯
松

（
一
％
）
桂
川

（〇
％
）

十
三

（
九

・
六
％
）

山
林
所
有
者

が
民
有
林
野
に

造
林
し
、
成
林

の
見
込
み
あ
る

場
合
は
法
律
に

も
と
づ
き
、
県

か
ら
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
補

助
制
度
を
簡
単

に
説
明
し
ま
す

か
ら
今
後
造
林

す
る
予
定
の
方

造
林
で
き
る
土

地
を
持
っ
て
い

”
五
は
参
考
に

さ
れ
、
将
来
の

財
産
造
成
、
環

境
保
全
等
の
た

め
積
極
的
に
造

林
さ
れ
る
よ
う

お
進

め

し
ま

す
。
①
浦
助
の
対
象

と
な
る
土
地

イ
、
民
有
林
野
、　
口
、
転
用

農
地
、　
ハ
、
部
分
林

（国
有
林

と
の
分
収
造
林
）
、
そ
の
他
育

林
に
供
さ
れ
る
土
地

②
補
助
対
象
に
な
る
樹
種
及

び
最
低
植
栽
本
数

（
別
表
１
）

③
面
積
に
つ
い
て

（
別
表
２
）

最
低
十
ア
ー
ル

（
一
反
歩
）

以
上
で
あ
れ
ば
、
何

ヘ
ク
タ
ー

ル
で
も

補
助
対
象
と

な
り
ま

す
。
④
苗
木
に
つ
い
て

県
の
樹
苗
検
査
条
例
に
も
と

ず
き
、
市
町
村
、
林
組
合
等
が

供
給
す
る
優
良
苗
木
を
使
用
す

⑤
補
助
金
の
額
に
つ
い
て

補
助
金
の
額
は
、
山
林
の
状

況
、
植
栽
樹
種
、
数
等
に
よ
り

か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、

次
の
額
く
ら
い
と
考
え
て
下
さ

◎
補
助
金
額
は
賃
金
、
苗
木

代
等
の
値
上
り
に
伴
い
、
年
々

一局
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

０
そ
の
他

造
林
、
枝
打
ち
、
間
伐
等
林

業
に
関

す
る
こ

と
、
融
資
制

度
、
病
害
虫
獣
害
の
防
除
、
特

殊
林
産
物
の
栽
培
等
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
い
つ
で
も
次
の
所

へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。　
´
．

北
地
方
ｒ
林

ｔ
事
務
所
林
務
課

電
話
　
五
所
川
原

⑤
二
三
〇
六
番

扇

旧

閣

旧

円

一

四
十
七
年
分
所
得
の

確
定
中
告

こ
納

税

―
二
月
十
五
日

ま
で
！

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
書

き
か
た
は
、
税
務
署
か
ら
お
届

け
し
て
い
る

「
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書

の
書
き
か
た
」
に
説
明
し
て
あ

り
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
点
は

ご
遠
慮
な
く
税
務
署

へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
納
税
に
は
、
一ギ
行

な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
え

て
納
税
す
る
振
替
納
税
制
度
を

利
用
さ
れ
ま
ま
す
と
、
手
数
が

省
け
て
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

申
告
期
限
間
近
に
な
，
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
日
は
混
雑
し

ま
す
か
ら
、
申
告
は
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

(別表 l) 10ア ール (1反歩)につき

1石百
~~ギ

活着本黎 2∞本以上 |

:i:::;‖
;

|ホ 、ヒ    バ  ″   200 ″
|へ、コパハンノキ  ″   200 ″

(別表 2)   10ア ールにつき

樋栽樹種 1 植栽本数 1 補助金額
___J___J___
ス  ギ 1  300本  l 15.000円

再平T



昭和 48年 3月 1日 報広 第 79号

無
料
で
人
間
ド
ッ
ク
入
り

―
簡
保
健
康
を
守
る
会
↑
し
―

十
三
郵
便
局
で
は
こ
の
ほ
ど
　
額
無
料
で
す
。
ド

ツ
ク
入
り
し

「
簡
保
健
康
を
守
る
会
」
を
結
　
た
か
た
た
ち
は
い
ず
れ
も
大
し

成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
た
病
気
も
な
く
、
こ
れ
で
安
心

こ
れ
は
、
簡
易
保
険
加
入
者
　
し
て
働
け
る
と
喜
ん
で
い
ま
し

が
お
互
い
に
健
康
を
維
持
し
、　
　
た
。
ま
た
毎
週
五
所
川
原
保
健

明
る
い
生
活
を
送
ろ
う
と
会
員
　
所
の
保
健
婦
か
ら
健
康
指
導
を

二
十
五
人
で
発
足
し
ま
し
た
。
　

受
け
る
こ
と
も
計
画
し
、
健
康

会
で
は
さ
っ
そ
く
十
二
人
の
　
管
理
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て

会
員
を
西
北
中
央
病
院
の
人
間
　
い
ま
す
。

ド

ツ
ク
に
入
れ
、
精
密
検
査
を
　
　
▽
会
長
＝
加
納
喜
代
作
▽
副

受
け
さ
せ
ま
し
た
。
費
用
は
全
　
同
＝
浜
田
き
よ
し

く
゛
借 り ら れ ま す

郵便局の預金者貸付け

遠い故郷でおばあちやんが急病。上京中のご子息が交通

事故に。旅行中不意の出費。ちよつびリシヨジピングしす

ぎたとき…こんなときに郵便局でお金をすぐ貸してくれれ

ば、せつかくの貯金をおろさなくても助かるのに…

このようなお客さまに、安心して貯金を続けていただく

ために「預金者貸付け」が生まれまし
た。利子も安く、簡

単にすぐ借りられますのでお気軽にご利用ください。

貸付けについて、簡単にご案内します。

担  保 定額貯金、定期貯金、積立貯金、 (保証人はい
りません)

貸付金傾 担保とされる貯金の元金と利息 (積立貯金は元

金のみ)90%以内でおl人 10万円まで

▽
三
級
＝
佐

藤

満

（市
浦

中
）▽
四
級
＝
木
村
る
り
子
、
奈

良
雄
喜
、
土
岐
よ
し
え

（大
田

小
）
加
納
日
出
子

（十
三
小
）

▽
五
級
＝
三
和
範
子

（相
内

小
）
工
藤
佳
久
子
、
山
田
恵
美

子
、
葛
西
由
佳

（脇
元
小
）
青

山
綾
子
、
丸
山
静

（
大
田
小
〉

▽
六
級
＝
成
田
栄
子
、
及
川

徳
子
、
佐
藤

信
子
、
渋

谷
将

仁
、
三
和
亨

（相
内
小
）
櫛
引

武
広
、
伊
南
直
子
、
石
岡
純
子

（脇
元
小
）
亀
田
裕
見
子

（十

三
小
）
斎
藤
光
正
、
奈
良
千
草

（
大
田
小
）

▽
七
級
＝
米
谷
幸
美
、
三
和

俊
仁
、
武
田
英
子

（相
内
小
）

工
藤
久
美
子
、
山
田
育
子
、
櫛

引
千
里
、
斎
藤
ま
き
子
、
三
上

智
子
、
工
藤

綾
子
、
和

島
幸

子
、
今
康
子
、
蔦
西
奈
緒
子
、

蔦
西
時
江
子

（脇
元
小
）
相
坂

広
、
福
井
顧
子

（十
三
小
）
佐

藤
淳
、
青
山
拓
道
、
奈
良
江
里

子
、
植
野

恵
子
、
丸
山

東
保

子
、
木
村
明
美
、
木
村
夏
子
、

土
岐
よ
し
子
、
米
谷
洋
子
、
奈

良
明
美
、
木
村
香
世
子

（太
田

小
）▽
八
級
＝
古
川
茂

（脇
元
小

）
松
田
裕
之

（十
三
小
）
奈
良

ゆ
り
、
土
岐

一
男
、
奈
良
ち
ど

り
、
米
谷
徹
、
奈
良
緑
、
九
山

仁
、
武
田
広

一
、
奈
良
敬

一
（

大
田
小
）

て
道
路

に
と
び
出
し
、

ト
ラ

ツ
　
出
し
は
し
な

い
よ
ヶ
に
気
を

つ
　

″

ク
に
ぶ

つ
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
　
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
冬

に
　

″

た
。
は
っ
と
思
っ
た
と
き
に
は
　
な
っ
て
ス
キ
ー
な
ど
で
道
路
で
　
″

息

が

で
き

な

く

な

り
、

何

も

わ
　

遊

ん

で

い
る
人

が

い
ま
す

が

、　

　

″

”
“

数
Ｘ

数

脚

嘘

」

漱
デ

戯

』

現

磁

議

燎
け

な

鳳
軌

枢

デ

嘲

報

　

″

は
椰

一曝

繊

で っ
」

ま し、
Ｈ
副

ス

“

嘉

　
囃

″
腱

い
彙
”

７

し

て

ぃ
き

た

　

″

私
た
ち
も
気
を
つ
け
よ
う

承

四
年

葛

西

由

佳

私
は
交
通
事
故
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
道
を
歩
い
て
い

る
と
、

「
キ
ー
。
」
と
い
う
急

ブ
レ
ー
キ
を
ふ
む
音
が
聞
こ
え

ま
し
た
。
ど
う
し
た
の
か
と
思

っ
て
ふ
り
返
っ
て
見
る
と
、
友

だ
ち
が
自
転
車
の
二
人
乗
り
を

し
て
車
に

ぶ
つ
か
っ
た

の
で

す
。
け
が
は
軽
か
っ
た
の
で
す

が
、
私
は
そ
の
時

「
私
が
こ
ん

な
こ
と
に
な
っ
た
ら
い
や
だ
な

あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
交
通

事
故
が
い
や
な
の
は
み
ん
な
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

交
通
事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め

に
運
転
者
が
気
を
つ
け
る
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
私
た
ち
も

そ
れ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
注
意

し
て
い
や
な
事
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
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安
東
氏
の
遺
跡
を
た
ず
ね
て
　
④

ｌ

ｍ
Ｎ

＝

三
十

一
才
に
当
る
。　
そ
の
頃

補
陀
寺
の
開
基
と
な
っ
た
安
東

盛
季
は

「
秋
田
家
系
図
」
で
は

津
軽
十
三
湊
に
居
城
し
て
い
た

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は

定
説
に
な
っ
て
い
る
。
補
陀
寺

の
開
基
は
前
述
の
よ
う
に
、
安

東
盛
季
で
あ

っ
て
、
開
山
は
仙

覚
古
心
禅
師
几
‐泉
良
印

大
和

尚
、
第
二
世
は
神
光
寂
照
禅
師

無
等
良
雄
大
和
尚
即
ち
藤
房
で

あ
る
、
藤
房
は
正
平
十
七
年
十

月
十
日
せ
ん
化
し
没
年
は
六
十

七
才
で
あ

っ
た
。

以
上
補
陀
寺
の
記
録
の

一
端

で
あ
る
。
藤
房
の
遺
核
は
補
陀

寺
の
東
南
四
百
三
十
米
藤
倉
山

の
中
腹
に
埋
葬
さ
れ
、
そ
の
墓

碑
と
五
百
五
十
年
記
念
碑
が
淋

し
く
立
っ
て
い
る
、
あ
た
り
は

雑
木
林
に
お
お
わ
れ
、
参
道
も

荒
廃
し
て
い
る
。

六
百
年
０
由
■
あ
●
■
史

補
陀
寺
は
大
本
山
総
持
寺
の

直
末
寺
院
曹
ど
う
宗
で
六
百
年

の
由
諸
あ
る
歴
史
は
山
門
の
老

朽
が
物
語
っ
て
い
る
。
末
寺
は

三
十
七
ケ
寺
門
葉
が
五
十
三
ヶ

寺
合
計
九
十
ケ
寺
が
あ
り
、
東

北
の
小
本
山
と
称
さ
れ
て
い
る

と
云
う
。
当
方
の
史
料
で
は
藤

房
は
南
朝
に
加
勢
を
求
め
て
土

崎
に
至
り
城
主
秋
田
時
季
に
た

ょ
り
、
時
季
は
藤
房
月
に
書
状

を
持
た
せ
、
藤
崎
城
に
赴
か
せ

た
、
藤
崎
城
主
は
福
島
城
主
に

こ
れ
を
伝
え
た
が
不
作
が
続
い

た
の
を
理
由
に
出
兵
す
る
に
至

ら
な
か
っ
た
の
で
、
福
島
城
の

領
下
に
あ

っ
た
、
飯
積
の
さ
く

を
修
築
し
高
た
て
城
と
し
藤
房

の
居
城
と
し
て
分
顔
し
た
が

一

子
景
房
に
城
を
譲
，
補
陀
寺
に

入
っ
て
二
世
と
な
り
、
無
等
良

雄
和
尚
と
し
て
入
寂
し
た
。

議

論

婦
縦

そ
の
後
胤
で
行
安
は
天
正
十
六

年
津
軽
為
信
に
亡
ぼ
さ
れ
た
。

高
た
て
城
は
幸
軽
に
於
け
る
安

東
系
累
の
城
で
十
余
年
間
戦
い

が
続
く
の
で
あ

っ
た
。
尚
補
陀

寺
に
は
安
東
盛
季
の
位
韓
が
置

か
れ
て
あ
る
一。
位
韓
の

裏
に

は
、
安
倍
貞
任
次
見
東
宇
太
郎

貞
季
後
胤
安
東
下
国
太
郎
季
応

永
甘

一
年
甲
壬
二
月
二
日
卒
補

陀
寺
開
基
大
壇
也
九
十
六
才
卒

と
な
っ
て
い
る
、
守
季
は
盛
季

で
あ
ろ
う
、
尚
盛

‘
季
の
死
亡
年

月
に
つ
い
て

は
諸
説
が

あ
る

が
、
安
東
氏
を
物
語
る
重
要
さ

に
は
、
変
り
な
く
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。

補
陀
寺
の
住
職
は
四
十
六
世

鈴
鉄
心
と
云
わ
れ
、
心
よ
く
接

し
説
明
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、

藤
房
獅
の
眠
る
山
の
上
ま
で
案

内
さ
れ
感
謝

に
た
え
な

か
っ

た
、
苔
む
す
五
書
の
基
に
め
い

福
を
祈
っ
た
、
小
雨
が
降
り
出

し
た
の
で
急
い
で
山
を
下
り
、

お
寺
で
感
謝
を
述
べ
補
陀
寺
を

辞
し
た
、
次
は
旧
い
秋
田
城
に

向
っ
た
、
秋
田
城
は
古
く
出
羽

国
府
が
置
か
れ
た
と
云
わ
れ
、

昭
和
三
十

・
七
年
学
界
で
た
々
的

に
発
掘
調
査
さ
れ
、ｒ
そ
の
際
発

見
さ
れ
た
さ
く
の
跡ヽ
に
は
標
木

が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

ご
凛
曇
静
め
で
ど
う

浜
田
拓
二

（
十
三
）

一
造

秋
田
谷
志
麻

〈
桂
川
）
忠
難

本
間
和
子

（
十
一一じ

起
志
夫

竹
谷
諄
子

（鵬
元
）
な

一

葛
西
江
美

（脇
元
）
孝

成
■
稔
之

（
脇
元
）
定
行

古
川
芳
之

（太
田
）
芳
夫

大
場
麻
里
子

（相
内
）
千
代

吉工
藤
弘
子

（十
三
）
弘
陸

近
藤
雅
記

〈
十
三
）
力

笹
山
明
美

（島
元
）
礼
次
郎

安
保
省
武

（相
内
）
隆
悦

中
居
栄

一
（十
三
）
力
男

い
０
ま
で
も
む
ｔ
あ
ち
セ

に
１
席
炉
晴
子（ゞ

鱒

茄
罐
軽瑠
鉾

幅
）

〈種隣
絋
瑚
（献
　
紬
）

〈精ｍ真
側
秩
（歎　　刺〕

〈蹄

馨
鉾

馴〕

〈鱗

護
鈴

加
〕

〈難
針
敦
♂

ｗ

〈鮒肝　類一
（性
　
載）

〈却麟　松課
（脚　　一〃）

〈敵馴　噌一
（イヽ脇
　
浙〕

〈餞肛
八鄭錫
（督　　諜）

〈榊続　卜猟
（通所川噸）

書
く
や
み
サ
ｔ
上
ｒ
ま
す

北
兼
古

（十
一こ

“
オ

菫
■
サ
キ

（磯
松
）
７９
才

伊
南
政
五
郎

（磯
松

（“
）

青
山
く
み

（大
田
）
７７
才

山

内

　

英

太

郎

な
か
っ
た
と
言
う
と
、
ま
ず
津

軽
十
三
湊
の
領
主
安
東
盛
季
の

こ
と
に
触
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

盛
季
は
元
永
元
年

（
一
三

一

九
）
生
れ
で
応
弘
二
十

一
年

（

一
四

一
四
）
二
月
九
十
六
才
で

死
没
し
た
。
法
名
は
南
嶺
端
策

大
禅
定
門
、
母
は
奥
州
国
司
北

畠
顕
家
の
女
と
言
う
、
安
東
家

は
古
く
か
ら
北
奥
羽
の
地
盤
を

有
す
る
豪
族
で
あ

っ
て
、
陸
奥

守
の
北
畠
家
と
は
親
威
関
係
に

あ
る
程
の
勢
力
家
で
あ

っ
た
。

顕
家
の
居
城
は
津
軽
浪
岡
で
比

内
庄
の
松
原
守
と
は
わ
ず
か
四

十
キ
ロ
ば
か
り

で
こ
の
地
方

一
帯
は
南
朝
の
根
拠
地
で
あ

っ

た
、
補
陀
寺
は
正
平
四
年

（
一

三
四
九
）
安
東
家
の
菩
提
所
と

し
て
創
立

さ
れ
た
と

一面
わ
れ

る
、
藤
房
が
安
東
家
を
訪
問
し

た
の
は
こ
の
時
が
始
め
て
で
は

な
く
、
正
平
以
前
か
ら
こ
の
地

方
に
関
係
が
あ

っ
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

当
時
の
形
勢
は
南
朝
に
よ
っ

て
楽
観
を
許
さ
ざ
る
も
の
が
あ

っ
て
、
以
前
か
ら
の
連
絡
も
あ

り
、
再
び
安
東
家
を
よ
り
活
動

の
道
を
講
じ
た
ろ
う
。
正
平
四

年
は
藤
房
は
五
十
四
才
盛
季
は


